
 

 

 

 

 

 

 

2 月のほけんだより 

 

令和６年２月 

桜堤保育園 

節分は「季節を分ける」という意味があり、暦の上では春のはじまりとされていますが、寒さに関してはまだま

だ厳しい日が続きそうです。何かとせわしない年度末、感染症にかかりやすい時期でもありますので、しっかり

と感染対策をしていきましょう。 

２月３日は節分の日です 

早起きすると 

□ゆっくり準備ができる 

□脳がすっきりめざめる 

□朝ごはんをしっかり食べられる 

→やる気がでる、体を元気に動かせる、うんちがでる 

～早寝早起きの習慣を～ 
新しい年度にむけて、体も心も成長を感じるこの時期、 

新生活が始まる前に、早寝早起きの習慣を身に付けてお

きたいところです。早く起きることで朝ごはんをゆっくり

と食べられ、日中の活動に大きく影響してきます 

寝ている間に

□疲れやケガからの回復が早くなる 
□骨や筋肉を丈夫にする 
□脳が色々な事を覚えなおす 
（記憶の定着） 

今月の感染症   

  

のどにつまったときの症状は？ 

●口に指を入れる 

●声をだせない 

●窒息により呼吸がくるしそう 

●顔色がわるくなる 

2 月 3 日は節分です。節分の豆まきで用いられることの多い煎り大豆など、硬い豆やナッツ類は、子ど

もにとっては窒息や誤嚥のリスクがあることをご存知でしょうか。奥歯が生えそろわず、かみ砕く力や

飲み込む力が十分ではない子どもは、硬くてかみ砕く必要のある豆やナッツ類などを、のどや気管に 

詰まらせて窒息したり、小さなかけらが気管に入り込んで 

肺炎や気管支炎を起こしたりするリスクがあります。 

また、物を口に入れたままで、走ったり、笑ったり、泣い 

たり、声を出したりすると、不意に吸い込んでしまい、 

窒息・誤嚥(ごえん)(食べ物又は異物が気管に入ること) 

するリスクがあります。 

＊消費者庁では5歳以下のお子さんに注意喚起しています 

 
 

 

 

新型コロナ２名溶連菌感染症 4名

インフルエンザ A4名 

 

 

 
チョークサイン 


